
民間事業促進に向けた「(仮称)長門湯本温泉活性化ファンド」の検討 2017.5.9
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４．効果的な民間事業促進のイメージ

３．ファンド組成・運用の目的及び地域への効果

５．検討課題

１．概要

２．スキーム図（イメージ）

地域金融機関が主体となり、政府系機関との連携により、長門湯本温泉のまちづくりに特化した

「（仮称）長門湯本温泉活性化ファンド」を立ち上げる。

地域金融機関は、ファンドの組成・運用により地域の課題解決に資するリノベーション等の自立的

まちづくり事業を出資・融資等により支援することで、長門湯本温泉のまちづくりが温泉街全体に

広がり、複数の事業が連鎖的に起こり、エリア全体が活性化していくことを目指す。

① 温泉街全体の活性化
・ 再開発されるエリア外での新たな民間事業の促進が不可欠である。

⇒ 当地に特化したファンドにより、長門湯本温泉街のまちづくりに資する事業が連鎖的に起こる

きっかけ・流れを資金面から促し、サポートする。

② 円滑な事業の立ち上げ
・ 明確な目的を持つファンドとする。

⇒ 同じ想いを持つ事業者が期待と意欲を持ってチャレンジできる環境が整い、温泉街の

まちづくりに資する事業に対して円滑に資金投下が図られる仕組みとなる。

③ 有能な事業者の発掘（呼び込み）
・ 話題性のあるファンドの立ち上げを目指す。

⇒ コア施設事業及び星野リゾートの進出との相乗効果により、多くの有能な事業者の

呼び込みにつながっていく ことが期待できる。

④ 地元関係者の関与
・ ファンドの投資先として想定するまちづくり事業体には地元関係者の出資等も考えられる。

⇒ 事業者と地元との一体感の醸成、地元から事業者への支援等による関与も期待できる。

＜ファンド組成案＞

規模 ： 数億円を想定

期間 ： 最長20年を想定

組成時期 ： 2017年夏～秋を想定

＜事業化の流れ＞

① 事業拠点の探索 （事業者）

不動産データベースより適切な事業拠点を探索する。

② 事業計画に基づく投資申込み （事業者）

事業計画に基づきファンドへの投資申込みを行う。

③ 対象物件の取得又はリーシング （まちづくり事業体又は民間事業者）

ファンドでの投資決定後、資金調達を確定させた上で対象物件を取得又はリーシングする。

④ 対象物件のリノベーション （まちづくり事業体又は民間事業者）

事業計画に基づきリノベーションを行う。
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◆ 有能な事業者（起業家）を数多く呼び込むために・・・

◆ 事業者（起業家）が持続的な成長の見込める事業を行うために・・・

◆ ファンドを活用する連鎖的且つ複数の事業を創出するために・・・

⇒ 長門湯本温泉のまちづくり事業に特化した「スクール」の検討
・長門湯本温泉で実現させたいアイデアを持つ事業者（起業家）を対象とした

スクールをファンドと同時に検討

◆ 事業者（起業家）に早く事業展開してもらうために・・・

◆ まちづくり事業に活用可能な物件を把握し、ストックするために・・・

⇒ 空き店舗・空き家等に係る情報の集約による物件情報の可視化
・左図（スキーム図の①）をイメージしながら、ファンドの検討と同時に

エリア内の物件情報も集約
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